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巻
頭
特
集

絵
「
ピ
ア
ノ
」　

　
作
・
堀
井

銀
次
（
柏
崎
市
）

作
品
メ
モ
―
２
０
２
０
年「Beyond

the
canvas

」(

障
が
い
者
ア
ー
ト
全
国
公
募
展)

で「
優

秀
賞
」
を
獲
得
し
た
作
品
。「
耳
に
ビ
ン
ビ
ン
響
く
」「
で
も
、
楽
し
い
」
を
彼
ら
し

く
表
現
し
た
彼
の
代
表
作
と
い
え
る
作
品
。(

社
会
福
祉
法
人
ロ
ン
グ
ラ
ン)



2

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
戦

後
の
復
興
に
向
け
て
民
間
社
会

福
祉
事
業
の
資
金
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
に
、
昭
和
22
年
11
月

25
日
か
ら
1
カ
月
間
行
わ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
家

族
構
造
も
変
化
す
る
中
、
県
共

募
は
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
集

ま
っ
た
寄
付
金
を
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
の
財
源
と
し
て
配
分
し
て

き
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
の
新
潟
地
震
、
平

成
16
年
の
７
・
13
水
害
や
中
越

地
震
、
令
和
２
〜
５
年
の
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
、
苦
難
に
直
面
す
る

人
が
た
く
さ
ん
出
る
時
に
は
特

に
多
く
の
県
民
の
善
意
が
寄
せ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

県
共
募
の
安
田
宏
常
務

理
事
・
事
務
局
長
は
「
高

齢
者
、
障
が
い
者
か
ら
災

害
復
旧
支
援
ま
で
幅
広
い

の
が
共
同
募
金
の
強
み
だ

が
、
も
っ
と
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
支

援
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た

い
。
80
年
続
い
て
い
る
重

み
を
踏
ま
え
、
今
後
も

し
っ
か
り
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

巻頭
特集 積み重ねた善意 279億円積み重ねた善意 279億円

赤い羽根共同募金 80 周年

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
昭
和
22
年
に
全
国
で
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
今
年
で
80
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
に
新
潟
県
共
同
募
金
会
（
県
共
募
）
に
寄
付
さ
れ

た
総
額
は
２
７
９
億
４
６
４
０
万
８
９
８
４
円
に
上
り
ま
す
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
乗
り
越

え
て
、
今
年
も
10
月
１
日
、
募
金
運
動
が
全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

新
潟
県
共
募

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い

　

共
同
募
金
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
上
段
の
写
真

４
枚
、
右
か
ら
順
に
紹
介
し
ま
す
（
い
ず
れ
も
県

共
同
募
金
会
提
供
）。

　

▼
昭
和
22
年
度　

共
同
募
金
ス
タ
ー
ト
。
米
国

の
募
金
制
度
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

▼
昭
和
39
年
度　

新
潟
国
体
や
新
潟
地
震
、
東

京
五
輪
な
ど
大
き
な
出
来
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

　

▼
平
成
10
年
度　
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
の
俵
万

智
さ
ん
と
そ
の
短
歌
を
起
用
。
俵
さ
ん
は
以
降
３

年
連
続
で
登
場
し
ま
し
た
。

　

▼
平
成
22
年
度　

言
葉
や
年
齢
に
関
係
な
く
だ

れ
も
が
意
味
を
理
解
で
き
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
あ

し
ら
っ
て
い
ま
す
。

▼昭和 22年度

世
相
を
映
す
ポ
ス
タ
ー

▼昭和 39年度▼平成 10年度▼平成 22年度

中越地震の際のボランティアによる炊き出し（平成 16
年 10月 31日・長岡市立柿小学校）＝長岡市提供＝
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「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
が
今
年

も
10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
第
80
回
と
な
る
共
同

募
金
の
県
内
目
標
額
は
４
億
５
７
８

５
万
３
千
円
で
、
募
金
は
来
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

活
動
、
防
災
・
滅
災
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。　
　

今
年
も
温
か
い
善
意
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

中
央
共
同
募
金
会
が
作
成
し
た
ポ

ス
タ
ー
＝
写
真
＝
に
は
「
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
。」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
赤
い
羽
根
は
80
年
に
わ

た
り
、
支
え
る
人
を
応
援
し
、
地
域

の
支
え
合
い
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い

ま
す
」
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
が
困
っ
て
い
る
人
を
支
え
る

活
動
資
金
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
、
募
金
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
は
「
つ
な
が

り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り

〜
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い

〜
」
を
全
国
共
通
助
成
テ
ー
マ

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
15
弾
（
実
施
期
間
５
月
４
日
〜
６

月
30
日
）
で
集
ま
っ
た
募
金
を
新
潟

県
共
同
募
金
会
へ
贈
る
贈
呈
式
が
８

月
20
日
、
新
潟
市
中
央
区
の
株
式
会

社
ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
本
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ウ
オ
ロ
ク

の
各
店
舗
で
対
象
商
品
の
サ
ン
ト

リ
ー
飲
料
を
購
入
す
る
と
１
本
に
つ

き
１
円
が
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
。

贈
呈
式
で
は
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
の
葛

見
久
賢
代
表
取
締
役
が
県
共
募
の
佐

藤
明
会
長
へ
寄
付
金
１
２
３
万
９
０

６
５
円
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

葛
見
代
表
取
締
役
は
「
お
客
様
が
普

段
通
り
に
買
い
物
を
し
、
気
づ
け
ば

寄
付
を
通
じ
て
誰
か
の
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
物
価
高
な
ど
で
困
っ
て
い

る
家
庭
の
支
援
な
ど
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

佐
藤
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
年
々
寄
付
額
が
増
え
て
お
り
感
謝

し
て
い
る
。
寄
付
金
を
効
果
的
に

使
っ
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
寄
付
金
の

贈
呈
式
に
臨
む
葛
見
久
賢
・
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ

Ｄ
代
表
取
締
役
（
左
）
と
佐
藤
明
・
県
共

同
募
金
会
会
長

地
域
の
支
え
合
い

未
来
へ
つ
な
ぐ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
始
ま
る

県
内
目
標
額
４
億
５
７
８
５
万
円
３月末まで

「
募
金
百
貨
店
」寄
付
金
贈
る

ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
が
県
共
募
に

４
ペ
ー
ジ
に
令
和
８
年
度
共
同

募
金
計
画
の
公
告
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

情 報赤い羽根赤い羽根
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　社会福祉法第119条に基づき新潟県における令和８年度共同募金計画について、次のとおり公告します。
令和８年10月　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　佐藤　明

１　募金募集の期間
　　●一般募金　令和８年10月１日から令和８年12月31日まで　●地域歳末たすけあい募金　令和８年12月１日から令和８年12月31日まで
　　●NHK歳末たすけあい募金　令和８年12月１日から令和８年12月25日まで　●テーマ型募金　令和９年１月１日から令和９年３月31日まで
２　募金の目標額　457,853千円
　　一般募金　356,533千円　地域歳末たすけあい募金　71,284千円　NHK歳末たすけあい募金　8,500千円　テーマ型募金　21,536千円
３　配分の範囲
　　新潟県内において、社会福祉事業、更生保護事業その他の社会福祉を目的とする事業を実施する者（国及び地方公共団体を除く。）とする。
４　配分の計画及び変更
　　配分要望のあった次に掲げる事業に対し、募金実績の範囲内において配分を行う。

（１）一般募金の配分
①広域配分計画 
●県広域社会福祉団体 （単位：千円）

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
新潟県社会福祉協議会 4,259 県民福祉大会等
新潟県ひとり親家庭福祉連合会 240 新潟県ひとり親家庭福祉大会
新潟県保育連盟 240 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会 512 県身体障害者福祉大会等
新潟県老人クラブ連合会 295 市町村老連若手リーダーセミナー
新潟県肢体不自由児協会 184 ふれ愛作品展
新潟県保護司会連合会 240 研修事業等
新潟県民生委員児童委員協議会 400 研修事業等
新潟県精神保健福祉家族会連合会 216 精神保健福祉フォーラムの開催
新潟いのちの電話 374 電話相談員養成事業
新潟県里親会 240 県里親大会等
新潟県聴覚障害者協会 160 全国ろうあ女性集会
●県広域社会福祉施設

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
特別養護老人ホームこうめの里　 1,493 車両の購入
特別養護老人ホーム・ショートステイ　遊生の園 1,500 車両の購入
通所介護事業いこいの里あさひ（DS） 1,500 車両の購入
上越市社会福祉協議会　本所　 1,272 車両の購入
就労継続支援B型事業所さわやか 1,259 車両の購入
ワークセンターざおう 1,617 敷地内消雪設備改修工事
金井デイサービスセンターしゃくなげの里 2,000 板金屋根塗装工事
ケアハウス知足荘 2,000 エアコンの取替工事
障害者療養介護施設　長岡療育園 2,000 給湯用温水ヒーターの更新工事
短期入所事業いずみ苑 605 褥瘡予防のため特殊マットレスの購入
本成寺こども園 2,000 エアコン改修工事
特別養護老人ホームいっぷく 937 業務用乾燥機更新
特別養護老人ホーム裏館倶楽部 590 介護リフトの購入
就労継続支援事業（B型）かしわハンズ 583 冷凍冷蔵庫の入替
特別養護老人ホーム平成園 2,000 ストレッチャー浴槽の入替
サポートセンター工房なかさと 208 玄米保冷庫の購入
デイサービスセンター朝日 1,582 スチームコンベクションオーブン・ミールウォーマ―の購入
特別養護老人ホームはもちの里 2,000 居室ロスナイ（換気扇）更新工事
介護老人保健施設　親里 1,500 スチームコンベクションオーブンの更新
●地域活動支援センター

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
地域活動支援センターピュアはーと他８団体 1,350 研修・交流事業等
●児童養護施設等就労支援   

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
児童養護施設等に在籍する生徒等 7,000 運転免許取得費
●地域活動支援助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
特定非営利活動法人あおぞら 1,000 交流事業等
フードバンクにし 1,000 研修費・備品等購入費
カウンセリングサポート「スマイリー」 301 サロン開設費・備品等購入費

●新潟県遊技業協同組合福祉施設車両整備助成
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

障害者支援施設まきはたの里 1,500 車両の購入
出雲崎町社会福祉協議会 1,500 車両の購入
●テーマ型募金支援

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 2,000 活動費
●その他

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
災害等準備金積立金 13,500 災害時の活動積立金
共同募金運動推進費 66,310 運動推進のための経費
●生活困窮者への緊急支援活動助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 5,000 活動費等
●福祉活動緊急助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 4,000 活動費等

②地域配分計画
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会等 43,214 高齢者への支援
10,893 障害児（者）への支援
22,102 児童・青少年への支援
5,646 課題を抱える人への支援

136,211 その他

（２）地域歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会等 23,810 高齢者への支援
1,775 障害児（者）への支援
2,538 児童・青少年への支援
1,200 課題を抱える人への支援
41,961 その他

（３）NHK歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

福祉団体・難病患者支援団体等 8,500 車両整備等

（４）テーマ型募金
①あったか雪募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
除雪ボランティア団体等 3,000 除雪資材の購入等
②新テーマ型募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
フードバンクにいがた　他19団体 18,536 活動費等

※ 詳細な事業内容については赤い羽根データベース
はねっと（https://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧
ください。

令和８年度共同募金公告

情 報赤い羽根赤い羽根
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「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」を
考
え
る

を
開
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

た
ち
が
問
題
を
共
有
し
な
が
ら
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
集
い
は
、
子
育
て
と
介

護
を
同
時
に
担
う「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」

の
問
題
を
考
え
ま
す
。

新
潟
市
を
拠
点
に
ダ
ブ
ル
ケ
ア

や
介
護
な
ど
に
悩
む
女
性
の
た
め

の
活
動
を
続
け
て
い
る
「
歩
み
寄

り
の
会
」
代
表
の
車
谷
道
子
さ
ん

の
活
動
報
告
に
続
き
、「
こ
ん
な

家
族
が
あ
っ
た
ら
ど
う
支
援
す

る
？
」
と
題
し
て
事
例
検
討
を
行

い
ま
す
。

そ
の
後
、「
笑
顔
の
応
援
団
と

ら
の
ま
き
」
代
表
の
椎
谷
照
美
さ

ん
と
「
考
え
る
会
」
の
活
動
の
中

心
を
担
う
佐
藤
慎
之
助
弁
護
士
に

よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
、
ミ
ニ
講
座

「
育
児
・
介
護
休
業
法
の
豆
知
識
」

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

福
祉
・
医
療
・
保
育
関
係
者
、

介
護
や
子
育
て
の
当
事
者
に
限
ら

ず
、
一
般
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
参
加
無
料
。
定
員
80
人

で
先
着
順
。
事
前
申
し
込
み
が
必

要
。

子
育
て
と
家
族
の
介
護
が
重

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
。
そ
ん
な

状
況
を
抱
え
る
人
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
か
を
考
え
る
集
い
が
10
月

24
日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら
、

新
潟
市
中
央
区
八
千
代
１
の
新
潟

市
総
合
福
祉
会
館
で
開
か
れ
ま

す
。主

催
は
新
潟
介
護
者
の
支
援
を

考
え
る
会
。
過
去
に
起
き
た
介
護

殺
人
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
介
護

の
悩
み
を
抱
え
る
人
た
ち
の
力
に

な
り
た
い
と
弁
護
士
や
福
祉
専
門

職
ら
が
立
ち
上
げ
、
10
年
間
活
動

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
勉
強
会

子育てと介護が重なったら…

介護者の支援を考える集い 10月24日・新潟市

第76回新潟県民福祉大会　10月28日、糸魚川市で開催
　社会福祉法施行75周年及び共同募金運動80周年を記念
して「第76回新潟県民福祉大会」（主催：県、県社会福
祉協議会、県共同募金会、糸魚川市、糸魚川市社会福祉
協議会）を開催します。
　社会福祉功労者を表彰する式典と、新潟県立海洋高等
学校相撲部総監督の田海哲也氏を講師にお迎えし、記念
講演を行います。

■期日：令和８年10月28日（水）
■場所：糸魚川市民会館
■内容
▶ 式典
 　　社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会福祉協議会長表彰、県共同募金会長表彰を行います。
▶ 記念講演
 　　講師　新潟県立海洋高等学校相撲部　総監督　田海　哲也　氏
 　　演題　｢横綱・大の里を育てた【能生仕込み相撲道】～このまちを相撲で熱狂させる～｣
■問い合わせ
　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
▶ 電話：025-281-5520
▶ ホームページ：https://www.fukushiniigata.or.jp

▲昨年の県民福祉大会（魚沼市）

昨年の「介護者の支援を考える集い」の様子＝令和７
年 11月 29日・新潟市総合福祉会館

　　　問い合わせは shin-sato@hokushin-law.com　　　
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会
の
代
表
を
務
め
る
の
は
、

市
内
で
民
生
委
員
を
し
て
い
る

浮
須
ひ
ろ
み
さ
ん
で
す
。
２
年

前
、地
域
の
お
年
寄
り
か
ら「
年

を
取
っ
て
畑
仕
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
な
ん
と
か
で
き
な
い

か
」
と
い
う
相
談
を
受
け
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。
浮
須
さ
ん

は
仲
間
に
呼
び
か
け
、
プ
ロ
の

農
家
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が

ら
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
む
中
で
「
就
職
で
き

な
い
で
引
き
こ
も
っ
て
い
る
若

者
が
い
る
。
外
に
出
る
き
っ
か

け
に
で
き
な
い
か
」
と
い
う
相

談
も
受
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
若

者
を
誘
っ
た
り
、
学
校
を
通
じ

て
呼
び
か
け
た
り
し
て
、
引
き

こ
も
り
の
若
者
も
何
人
か
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
目
は
サ
ツ
マ
イ
モ
や
イ

ン
ゲ
ン
、
2
年
目
以
降
は
さ
ら

に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
大
根
、
サ
ト

イ
モ
…
と
栽
培
作
物
も
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
助
成
金
も
受
け
て
い

ま
す
。

　

栽
培
指
導
を
行
っ
て
い
る
水

沢
正
明
さ
ん
は
「
浮
須
さ
ん
か

ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
地
域
の

人
た
ち
の
生
き
が
い
に
な
れ
ば

と
関
わ
り
始
め
た
。
み
な
さ
ん

と
作
業
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
す
る
の
が
楽
し
く
て
続

け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

８
月
上
旬
、
胎
内
市
山
王
の

畑
に
一
般
か
ら
募
っ
た
参
加
者

も
含
め
約
20
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
5
月
に
植
え
付
け
た
サ
ツ

マ
イ
モ
の
蔓つ
る

が
広
が
り
す
ぎ
な

い
よ
う
畝
に
戻
す
作
業
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
引
き
こ
も
り
の

当
事
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
中
学
生
の
息
子
が
登
校
で

き
な
い
で
い
る
と
い
う
母
親
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
学
校
の

先
生
の
紹
介
で
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
活
動
で

す
ね
。
息
子
は
ま
だ
来
ら
れ
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い

つ
か
来
て
ほ
し
い
と
願
い
、
そ

の
た
め
に
つ
な
が
っ
て
お
き
た

い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
」

と
話
し
、
炎
天
下
で
汗
を
ぬ
ぐ

い
な
が
ら
作
業
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
野
菜
は

年
間
を
通
じ
て
販
売

し
た
り
フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
贈
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
会
で
は
販
売
収
益
を
引

き
も
り
の
人
た
ち
の
ア
ル
バ
イ

ト
代
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

浮
須
さ
ん
は
「
生
き
づ
ら
い

世
の
中
で
す
が
、
参
加
者
が

ほ
っ
と
で
き
る
時
間
を
持
て
た

ら
い
い
。
そ
ん
な
場
を
困
っ
て

い
る
人
た
ち
に
提
供
し
て
い
き

た
い
。
引
き
こ
も
り
の
当
事
者

だ
け
で
な
く
親
御
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

胎
内
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
希
望
の
会
」
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
の
農
作

業
を
通
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
原
点
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
、
社
会
に
出
に
く
い
若
者
が
外
へ
一
歩
を
踏
み
出
す

き
っ
か
け
づ
く
り
で
し
た
。

サツマイモの蔓上げ作業に精を出す人たち＝８月８日、胎内市山王

希望の会（胎内市）

外
へ一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に

外
へ一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に

農
作
業
で
交
流
の
場
づ
く
り

引
き
こ
も
り
、
お
年
寄
り
…
広
が
る
輪

■希望の会連絡先 ☎ 080-3758-3855　浮須さん
新潟県ひきこもり地域支援
センターのホームページは
こちらから
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引きこもり、全国で146万人 50人に１人引きこもり、全国で146万人 50人に１人
内閣府推計

　

引
き
こ
も
り
は
定
義
が
明
確

で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
正
確
な

人
数
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
内
閣
府
の
令
和
4
年

度
の
抽
出
調
査
で
は
、
全
国
で

１
４
６
万
人
、
50
人
に
１
人
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
自
治
体
ご
と
に
相

談
窓
口
＝
別
表
参
照
＝
を
開
設

し
て
い
る
ほ
か
、
民
間
で
も
相

談
窓
口
や
当
事
者
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新潟県内の引きこもり相談窓口 ※新潟県ひきこもり地域支援センターのHPから
■新潟県内
新潟県ひきこもり地域支援センター 025-284-1001 月～金曜　８:30 ～ 17:00　祝日・年末年始除く

■新潟市内
新潟市ひきこもり相談支援センター 025-278-8585 火～土曜　９:00 ～ 18:00　祝日・年末年始除く
新潟市こころの健康センター 025-232-5560 月～金曜　９:00 ～ 16:30　祝日・年末年始除く

■新潟市以外の県内市町村
　（市町村は 50音順。ここに掲載した以外にも複数の窓口が開設されている市町村もあります）
阿賀野市（民生部 健康推進課 成人係）0250-62-2510（代表）聖籠町（保健福祉課 地域保健係） 0254-27-6511
阿賀町（こども・健康推進課 健康推進係）0254-92-5762 関川村（関川村社会福祉協議会） 0254-64-0111
粟島浦村（保健福祉課 社会福祉係） 0254-55-2111（代表）胎内市（健康づくり課 元気応援係） 0254-44-8680
出雲崎町（保健福祉課 福祉係） 0258-78-2293 田上町（保健福祉課 保健係） 0256-57-6112
糸魚川市（健康増進課 保健係） 025-552-1511（代表）津南町（福祉保健課） 025-765-3114

魚沼市（市民福祉部 健康増進課） 025-792-9763 燕市（社会福祉課 援護チーム
＜生活困窮者自立支援＞） 0256-77-8173

小千谷市
（健康・子育て応援課 健康増進係） 0258-83-3640 十日町市（福祉課 障がい福祉係） 025-757-3782

柏崎市
（健康推進課 ひきこもり支援センター

アマ・テラス）
0257-41-6005 長岡市（ひきこもり相談支援室

＜長岡市社会福祉センタートモシア内＞）0258-86-0243

加茂市（健康福祉課 福祉係） 0256-52-0080（代表）見附市（健康福祉課 予防医療係） 0258-61-1370

刈羽村（福祉保健課） 0257-45-3916 南魚沼市
（子ども・若者相談支援センター）

025-788-1950
（代表）

五泉市（健康福祉課 健康づくり係） 0250-43-3911（代表）妙高市（健康保険課 健康づくり係） 0255-74-0013
佐渡市（総合福祉相談支援センター
＜障がい者基幹相談支援センター＞） 0259-63-3127 村上市（福祉課 総合相談室） 0254-75-8941

三条市（三条こもりびと支援センター）080-2102-3216 弥彦村（住民福祉課 福祉介護係） 0256-94-3133
新発田市（社会福祉課 生活支援係） 0254-28-9221 湯沢町（福祉介護課 福祉係） 025-784-4560
上越市（福祉課すこやかなくらし支援室）025-526-5623

薬
物
乱
用
、
絶
対
ダ
メ
!!

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
2
カ
月
間
、「
麻
薬
・
覚

醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
」

が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

す
。
一
度
手
を
出
す
と
自
分
で

は
止
め
に
く
く
な
り
、
周
囲
に

も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
薬
物
乱
用
の
怖
さ
を
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
で
訴
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
令
和
7
年
の
大
麻
事
犯

の
検
挙
者
は
全
国
で
７
１
２
０

人
。
前
年
よ
り
８
０
０
人
近
く

増
え
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
初
犯

者
が
７
割
以
上
を
占
め
、
若
者

の
乱
用
拡
大
が
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

覚
醒
剤
事
犯
の
検
挙
者
は

６
５
７
５
人
で
し
た
。
大
麻
事

犯
と
は
逆
に
再
犯
者
が
約
6
割

以
上
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乱
用
防
止
運
動
の
期
間
中
、

新
潟
県
で
は
メ
デ
ィ
ア
で
の
呼

び
掛
け
や
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
活

動
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
大
麻
は
無
害
な

ど
と
い
う
情

報
が
ネ
ッ
ト

で
広
が
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は

全
く
の
誤
り
。

ど
ん
な
人
か

ら
誘
わ
れ
て

も
き
っ
ぱ
り

断
る
こ
と
が

大
切
」
と
強

調
し
て
い
ま

す
。

麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動
10月１日～ 11月30日

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
（
厚
生
労
働
省
提
供
）
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廣
川
真
之
輔
さ
ん
は
、
新
潟

市
中
央
区
の
国
際
こ
ど
も
・
福

祉
カ
レ
ッ
ジ
で
、
社
会
福
祉
士

を
目
指
す
学
生
た
ち
を
相
手
に

教
壇
に
立
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
の
人
材

育
成
担
当
理
事
と
し
て
、
若
者

へ
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

生
活
に
困
難
を
抱
え
る
人
の

相
談
に
乗
っ
た
り
関
係
機
関
と

の
連
携
調
整
を
図
っ
た
り
す
る

こ
と
を
主
な
仕
事
と
す
る
社
会

福
祉
士
は
、全
国
で
約
33
万
人
、

新
潟
県
内
で
は
約
８
０
０
０
人

が
登
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

現
場
で
働
く
専
門
的
な
人
材
は

慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

「
給
料
の
問
題
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
」
と
廣
川
さ
ん
。

「
社
会
福
祉
士
と
い
う
仕
事
の

イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
く
、

目
指
す
段
階
で
や
り
が
い
が
見

え
に
く
い
と
い
う
の
が
問
題
で

す
」
と
指
摘
。
そ
し
て
「
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
社
会
福
祉
の

大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
う
。
い

く
ら
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
て
も
、
人

間
の
思
い
を
く
み
取
る
の
は
人

間
に
し
か
で
き
な
い
。
そ
の
大

切
さ
と
魅
力
を
伝
え
た
い
で
す

ね
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

廣
川
さ
ん
が
福
祉
の
道
に
進

ん
だ
原
点
は
、
子
ど
も
の
頃
に

あ
り
ま
し
た
。
祖
父
や
祖
母
ら

高
齢
者
が
身
近
に
い
て
、
周
囲

の
大
人
か
ら
大
事
に
し
て
も

ら
っ
た
経
験
が
今
も
忘
れ
ら
れ

な
い
そ
う
で
す
。大
学
卒
業
後
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
の
相
談

支
援
の
仕
事
を
経
て
、
今
の
仕

事
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。

日
頃
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
学
生
に
「
福
祉
の
楽
し
さ

や
福
祉
の
心
」を
伝
え
る
こ
と
。

そ
し
て
、
学
生
が
自
分
で
考
え

自
分
の
意
思
で
動
く
よ
う
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
い
い

ま
す
。

「
福
祉
は
合
理
性
と
は
逆
で
、

あ
え
て
手
間
や
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
領
域
で
す
。
世
の

中
に
は
答
え
が
出
な
い
問
題
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
安
易
に
答
え

を
求
め
ず
、
答
え
の
出
な
い
状

況
に
耐
え
る
力（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
を
養
う

こ
と
が
、
人
の
苦
し
み
を
理
解

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
」

目
下
の
課
題
は
、「
学
校
教

育
（
養
成
校
）」
と
「
職
能
団

体
（
社
会
福
祉
士
会
）」
を
つ

な
げ
て
よ
り
広
い
視
野
で
切
れ

目
な
く
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

く
こ
と
。

県
社
会
福
祉
士
会
は
今
年
、

法
人
化
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。特
設
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

「
20
周
年
は
い
い
機
会
。
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会

福
祉
士
会
の
魅
力
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
会

員
を
増
や
し
て
、
全
国
に
発
信

で
き
る
取
り
組
み
を
展
開
し
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。

若
者
に
魅
力
を
伝
え
た
い

福 祉 の 現 場
― 福祉の現場で働く人たちに 

思いを聞きました―

廣ひ
ろ

川か
わ

真し
ん

之の

輔す
け

さ
ん

国
際
こ
ど
も
・
福
祉
カ
レ
ッ
ジ

福
祉
心
理
・
大
学
科

学
科
長

新潟市中央区古町通２－ 547
☎ 025（229）6555

古町キャンパス

県社会福祉士会の基礎研修風景（６月）

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症新潟県認知症

コールセンターコールセンター
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　ひとり親家庭のためのメンタルセミナー

一
人
で
子
育
て
を
す
る
人

た
ち
の
心
を
健
康
に
保
つ
ヒ

ン
ト
を
探
る
「
ひ
と
り
親
家

庭
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
セ
ミ

ナ
ー
」
が
10
月
24
日
（
土
）

午
後
、
新
潟
市
中
央
区
上
所

２
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
ま
す
。

主
催
は
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
内
に
事
務
局
が
あ
る
新
潟

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合

会
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
県
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
の
臨
床

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
佐
藤

聡
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

自
分
の
心
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
つ
た

め
の
考
え
方
や
、
安
心
し
て

過
ご
す
た
め
の
コ
ツ
を
考
え

ま
す
。

対
象
は
ひ
と
り
親
家
庭
、

ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
ひ
と
り

親
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

人
。
当
日
は
午
後
2
時
〜
3

時
半
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
2

階
の
女
性
団
体
交
流
室
２
で

開
催
し
ま
す
。定
員
は
30
人
。

参
加
無
料
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
も
可
能
で
、
託
児
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み

締
め
切
り
は
10
月
５
日
午
後

４
時
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会
、
０
２

５
（
２
８
１
）
５
５
４
６
。

10 月 24 日（土）・新潟ユニゾンプラザ

心にゆとりを持つためには

メンタルセミナーのチラシ

申し込みはこちらの
二次元コードから

「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
登
場

し
て
久
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
時

期
は
お
墓
、
葬
儀
、
財
産
整
理
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
は
や

り
の
よ
う
に
広
が
り
ま
し
た
が
、

時
を
経
て
暮
ら
し
に
定
着
し
つ
つ

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
日
、
私
の
親
に
会
っ
た
際
、

話
の
折
に
ぽ
ろ
っ
と
言
い
ま
し

た
。「
ま
ぁ
一
応
、
先
々
の
こ
と
も

考
え
な
き
ゃ
な
っ
て
」。
自
分
の

親
は
い
つ
ま
で
も
い
る
よ
う
な
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
否
。
い

つ
ど
う
な
る
か
は
誰
に
も
分
か
ら

な
い
の
だ
と
改
め
て
意
識
し
ま
し

た
。終

活
と
い
う
と
「
人
生
の
最
期

に
備
え
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
少

し
違
う
よ
う
で
す
。
ど
こ
で
、
誰

と
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
た
い
か
。

困
っ
た
と
き
は
誰
に
相
談
し
た
い

か
。
自
分
に
と
っ
て
大
切
に
し
た

い
も
の
は
何
か
。
単
な
る
死
へ
の

準
備
で
は
な
く
、「
こ
れ
か
ら
を
ど

う
生
き
る
か
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
視
点
か
ら
人
生
を
再
構
築
し

て
い
く
営
み
で
あ
る
と
知
人
に
教

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
知
人
に
、私
が「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
、（
親
に
）
書
い
て
お

く
よ
う
に
言
わ
な
き
ゃ
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
、「『
書
い
て
お
け
』
で

は
な
く
『
一
緒
に
考
え
よ
う
』
と

言
っ
て
あ
げ
て
」と
返
さ
れ
、ハ
ッ

と
し
ま
し
た
。
終
活
は
当
事
者
だ

け
で
は
な
く
家
族
の
も
の
、
家
族

の
「
対
話
」
こ
そ
終
活
な
の
だ
と

言
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

大
切
な
人
が
何
を
思
い
、
何
を

大
切
に
し
て
き
た
か
を
知
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

も
ま
た
意
味
あ
る
大
切

な
機
会
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。（

実
央
）

Vol.93

終
活
っ
て
？

家族の人生見直す機会

※
県
社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
が
、
日
々
の
体
験
や
思
い
な
ど
を
つ
づ
り
ま
す
。

参
加
無
料
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従来の保育所・認定こども園の損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、
公立福祉施設（自治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対
象です。

保育所・認定こども園の損害補償
（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「保育所・認定こども園の損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

プラン1 保育所業務の補償

セットプラン 基本セット・天災セット

プラン3 職員等の補償プラン2 保育所利用者の補償 プラン4 法人役員等の補償

保育所・認定こども園の損害補償

令和8年度版

「保育所・認定こども園の損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。
従来の「保育所・認定こども園の損害補償（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」の
いずれかを選択・加入できます。

社会福祉法人等が経営、運営する
保育所・認定こども園の
賠償・傷害事故と、
法人の経営にともなう
リスクを幅広く補償します。

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ25-11173より抜粋）

NEW法人包括プラン

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

心安心安心安心安心

簡単簡単簡単簡単

ポイント1

ポイント2

ポイント3

保育所や各種事業の明細要らずで、すべての保育施設・事業を
賠償事故からまとめて補償

期中で追加した保育所（事業）も手続き不要で自動補償

契約時はすべての保育施設の合計定員数の申告のみ

便利

スマートフォンやタブレットの場合は
こちらの二次元コードよりホーム
ページにアクセスしてください。https://www.fukushihoken.co.jp/ よりアクセス!!

PCからの場合は、ふくしの保険　検索

見積作成・加入手続きは簡単便利なインターネットから!!
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「
福
祉
」
を
分
か
り
や
す
く

言
い
換
え
る
と
、「
ふ
だ
ん
の

く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
の
く
ら
し

の
し
あ
わ
せ
を
つ
く
る
学
び
の

こ
と
を
福
祉
教
育
と
い
い
ま

す
。福

祉
教
育
は
市
町
村
の
社
会

福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
行
っ
て
い
ま

す
。
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

割
は
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
で
す
。

市
町
村
社
協
が
行
っ
て
い
る

福
祉
教
育
は
、
学
校
で
の
福
祉

講
話
を
は
じ
め
、
車
い
す
や
高

齢
者
の
体
験
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
、
防
災
講
座
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
燕
市
社
協
で
は
８
月
上

旬
、「
夏
休
み
福
祉
体
験
教
室
」

と
銘
打
ち
、
小
学
生
が
福
祉
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
募
金
箱
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

県
社
協
で
は
、
市
町
村
の
福

祉
教
育
担
当
者
の
皆
さ
ん
の
資

質
向
上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
た
め
に
研
修
な
ど
の

企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
市
社

協
と
合
同
で
、
県
域
の
福

祉
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も

運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
社
協
だ
け
で
な
く
、
福

祉
関
係
の
皆
さ
ん
と
も
幅

広
く
連
携
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 －２－

　福　祉　教　育

福
祉
教
育
は
学
校
で
の
講
座

や
体
験
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ロ
ン

へ
の
参
加
な
ど
学
び
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
は
全
て
福
祉
教
育

と
言
え
ま
す
。
大
事
な
の
は
、

そ
こ
か
ら
ど
う
行
動
に
つ
な
げ

る
か
で
す
。

大
き
な
こ
と
で
な
く
て
い
い

の
で
す
。
今
ま
で
あ
い
さ
つ
し

て
い
な
か
っ
た
近
所
の
人
に
あ

い
さ
つ
し
て
み
る
な
ど
、
小
さ

な
こ
と
が
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
変

え
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
少
し

で
も
増
え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。

幸せな暮らし実現への種まき幸せな暮らし実現への種まき
市町村社協の取り組みを後押し

皆
さ
ん
の
「
ふ
だ
ん
の
く
ら

し
の
し
あ
わ
せ
」
は
何
で
す

か
？

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
ど
ん
な
人
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
か
？

そ
れ
を
考
え
、
伝
え

る
こ
と
も
広
い
意
味
で
福
祉
教

育
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
ど
う

す
れ
ば
幸
せ
に
過
ご
せ
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や

種
ま
き
が
福
祉
教
育
で
す
。

困
っ
た
時
や
つ
ら
い
時
、
助
け

て
く
れ
る
の
は
周
り
の
人
で
す
。

少
し
で
も
福
祉
に
興
味
を
持
ち
、

自
分
の
周
り
か
ら
小
さ
な
幸
せ

を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
地
域
福
祉
課
・
安
達
勝
彦
）

小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

担
当
者
か
ら
Ｐ
Ｒ

こ
の
似
顔
絵
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん
（
十
日
町
市
）

の
斉
藤
修
さ
ん
が
制
作
し
ま
し
た

【
メ
モ
】福
祉
教
育
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
社

協
、
ま
た
は
県
社
協
地
域
福
祉
課
、
０
２
５（
２
８
１
）５
５
２
１
へ
。
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▲グラフ１

▲グラフ２

苦情７件、全国最少
相談212件、全国７番目の多さ

新潟県福祉サービス運営適正化委 令和７年度

苦
情
、
相
談
と
も
大
幅
に
減
少

新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
に

令
和
７
年
度
の
１
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
「
苦
情
・

相
談
」
の
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
苦
情
が
７
件
、
相
談
が
２
１

２
件
の
合
計
２
１
９
件
で
し
た
。

苦
情
は
前
年
の
約
半
分
弱
で
、
相
談
も
２
年
連

続
で
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

全
国
的
な
状
況
と
し
て
は
、苦
情
受
付
総
数
は
、

前
年
度
か
ら
約
３
％
増
加
し
て
お
り
、
過
去
６
年

間
、
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

都
市
部
で
は
、
相
談
よ
り
も
苦
情
の
件
数
が
多

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
苦
情
の
件
数
で
い
う
と
、

新
潟
県
が
全
国
で
一
番
少
な
く
、
年
間
受
付
件
数

10
件
未
満
の
唯
一
の
県
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番

多
い
東
京
都
は
、
６
９
３
件
で
、
新
潟
県
の
約
１

０
０
倍
近
く
に
至
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
相
談
の
件

数
で
は
、
新
潟
県
は
、
全
国
で
７
番
目
に
多
い
県

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
少
な
い
５
件
が
山
形
県

と
香
川
県
で
し
た
。

分野別の苦情・相談

合　計
219件

高齢者
30％

障害者
65％

児童 3％ その他 2％

0

40

80

120

160

200

240

280

320

6 17 16 ７

174

340

270

212

R４ R５ R６ R７

…相談
…苦情
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分

野

別

お
知
ら
せ

メール登録のお願い

責
任
者
の
研
修

12
月
に
新
潟
で

種

類

別

「
接
遇
」５
割
近
く
、最
多
に

前
年
度
の
「
苦
情
・
相
談
」

に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
別

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）
と
そ
の
内

容
別
に
見
て
み
ま
す
。　
　
　

【
高
齢
者
】
令
和
６
年
度
か

ら
若
干
増
え
、
全
体
の
３
割
に

達
し
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
」
等
の
入
所
施
設
に
関
す
る

相
談
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い

ま
す
。

【
障
害
者
】
こ
の
分
野
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
若
干
減
っ
た

も
の
の
全
体
の
６
割
半
を
占
め

て
い
ま
す
。「
就
労
支
援
Ｂ
型
」

と
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
に
関

し
て
の
相
談
が
多
く
、次
に「
就

苦
情
・
相
談
を
種
類
別
に
見

る
と
、
前
年
度
２
番
目
に
多

か
っ
た
職
員
の
言
葉
遣
い
、
関

わ
り
方
な
ど
の
「
接
遇
」
が
５

割
近
く
に
達
し
て
一
番
多
く
な

り
、
次
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
量

に
関
し
て
が
続
き
、
前
年
度
の

１
位
を
占
め
て
い
た
「
職
員
か

ら
の
説
明
や
情
報
提
供
」
が
大

労
支
援
Ａ
型
」
が
続
い
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
就

労
移
行
支
援
」
や
「
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
」
も
一
定
数
あ
り
ま

す
。【

児
童
】「
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、「
保
育
所
」
が

１
件
あ
り
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
分
野
】
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
が
ほ
と
ん
ど
で
、
緊

急
小
口
資
金
に
関
す
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

幅
に
減
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ

３
参
照
）
各
事
業
所
で
苦
情

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、苦
情
解
決
の
体
制
を
整
え
、

今
年
度
の
苦
情
解
決
責
任
者

研
修
は
、
12
月
22
、
23
日
に
新

手
順
を
定
め
る
な
ど
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、

事
業
所
の
所
内
研
修
で
使
用
で

き
る
資
料
や
ポ
ス
タ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
は
施

設
の
玄
関
付
近
に
掲
示
し
て
、

苦
情
受
付
担
当
者
や
苦
情
解
決

責
任
者
、
第
三
者
委
員
に
つ
い

て
周
知
す
る
内
容
で
す
。
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
で
お

送
り
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
は
、

氏
名
や
電
話
番
号
な
ど
が
直
接

書
き
込
み
で
き
る
ワ
ー
ド
形
式

の
デ
ー
タ
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

潟
市
で
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
受

講
し
て
い
な
い
事
業
所
の
方
な

ど
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
メ
ー
ル
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
研
修
の
案

内
を
メ
ー
ル
で
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
登
録
が
ま
だ

の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　研修会等の案内を文書で通知
してきましたが、今後はメール
と本ホームページからの情報発
信に切り替えていく予定です。

　下記の二次元コードからメー
ルアドレスの登録をしていただ
くことで、メールで通知いたし
ます。事業所単位の登録も可能
です。
※ 登録後も移行期間として、文
書で送付することもあります
のでご承知願います。

種類別の苦情・相談

合　計
219件

職員の接遇
47％

サービスの質・量
15％

利用料 10％

説明・情報提供
1％

被害・損害 9％
権利侵害 5％

その他 13％

障
害
者
と
高
齢
者
が
大
半▲グラフ３
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職
場
体
験
は
6
月
に
始
ま

り
、
来
年
2
月
末
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
県
内
の
２

０
０
を
超
え
る
施
設
が
協
力
。

今
年
度
は
８
月
末
現
在
で
46
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
参
加
し
た
人
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
年
齢
は

10
代
が
半
分
以
上
を
占
め
、
50

代
と
60
代
以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
１

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

職
場
体
験
後
の
進
路
や
就
職

状
況
に
つ
い
て
は
、「
福
祉
分
野

へ
の
進
学
を
検
討
」「
福
祉
分

野
へ
進
学
」「
福
祉
分
野
へ
就

職
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２
割
を
超
え

ま
し
た
＝
グ
ラ
フ
参
照
＝
。

そ
し
て
、「
大
変
参
考
に
な
っ

た
」「
参
考
に
な
っ
た
」
を
合
わ

せ
て
約
97
％
に
上
り
、
参
加
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

体
験
後
に
介
護
施
設
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人
に
は
求
人
情
報

を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
者
は
「
介
護
の
仕
事
に

興
味
が
あ
る
け
ど
自
分
に
で
き

る
か
不
安
な
方
、
以
前
介
護
の

仕
事
を
し
て
い
た
け
れ
ど
現
在

は
離
れ
て
い
る
方
、
そ
し
て
介

護
や
福
祉
に
興
味
の
あ
る
学
生

な
ど
、
ま
ず
は
介
護
の
現
場
を

見
て
体
験
す
る
こ
と
で
楽
し
さ

や
や
り
が
い
を
感
じ
、
将
来
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
人
に
仕
事
の
内
容
や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
「
介
護
施
設
の
職
場
体
験
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

介護のお仕事、体験どうぞ！

令和９年２月末まで
職場体験後の進路または就職の状況について

❶ 福祉分野への進学を検討
している

❷福祉分野へ進学した
❸ 福祉分野以外への進学を
検討している

❹福祉分野以外へ進学した
❺ 福祉分野への就職を検討
している

❻福祉分野へ就職した
❼ 福祉分野以外への就職を
検討している

❽ 福祉分野以外へ就職した

❻❻
25.7％25.7％

❺❺
14.3％14.3％
❹❹

❸ ❸

❷❷
22.9％22.9％

❶❶
22.9％22.9％

❼❼

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は

こ
ち
ら
か
ら

　近い将来自分もお世話
になる世界で、勉強させ
ていただくことばかりで
した。定年後の職場の選

択肢としても、職場体験は大切な機会
となりました。 （60代以上・女性）

　「何もできないかもし
れない」などと勝手に判
断せず、その人ができる
ことを見極めてサポート

するのが大切だと感じました。施設で
暮らす方と関わることの面白さも垣間
見ることができました。 （20 代・女性）

　参加者は目的を持ち、
笑顔で元気に体験学習を
していました。職員に
とっても、日ごろ自分た

ちが行っている介護を分かりやすく説
明するというスキルアップにつながる
貴重な経験になりました。

人と人が支え合い、関
わり続けるケアを実践し
ている施設であることを
理解しながら学んでいた

だけたことでしょう。職場体験など自
分の目で見て興味を持ってもらえる機
会を今後も設けていきたいと思います。

参加者の声 施設の声
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３つのファンドで地域を支援
県や県社協などに計約8000万円寄付

第
四
北
越
証
券
と
明
治
安
田
Ａ
Ｍ

　

第
四
北
越
証
券
と
明
治
安
田

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ａ

Ｍ
）
は
９
月
８
日
、
両
社
で
販

売
・
運
用
す
る
三
つ
の
フ
ァ
ン

ド
か
ら
新
潟
県
や
県
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
に
計
７
９
３
６
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

両
社
が
今
回
寄
付
し
た
の

は
、
投
資
信
託
「
に
い
が
た
未

来
応
援
日
本
株
フ
ァ
ン
ド
」（
愛

称
・
に
い
が
た
の
架
け
橋
）
か

ら
県
、
県
社
協
、
県
ひ
と
り
親

家
庭
福
祉
連
合
会
、
県
看
護
協

会
、
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協

議
会
に
計
４
９
４
８
万
円
。

　
「
に
い
が
た
未
来
応
援
グ

ロ
ー
バ
ル
株
式
フ
ァ
ン
ド
」（
愛

称
・
グ
ロ
ー
カ
ル
に
い
が
た
）

か
ら
県
、
ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念

財
団
、
県
国
際
交
流
協
会
に
計

２
３
１
７
万
円
。

　

そ
れ
と
、
新
た
に
取
り
扱
い

を
始
め
た
「
に
い
が
た
未
来
応

援
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
株

式
フ
ァ
ン
ド
」（
愛
称
・
オ
リ

エ
ン
タ
ル
に
い
が
た
）
か
ら
県

社
協
に
６
７
１
万
円
で
す
。

　

こ
の
日
、
新
潟
市
中
央
区
の

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
で
、
第
四
北
越
証

券
の
今
村
博
社
長
と
明
治
安
田

Ａ
Ｍ
の
中
谷
友
行
社
長
が
「
お

客
様
の
思
い
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、大
切
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

今
後
も
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
社
協
の
高
井
盛

雄
会
長
が
「
寄
付
金
で
多
く
の

子
が
夢
を
失
わ
な
い
活
動
を
展

開
し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、
寄
付
を
受
け
た
各
団
体

の
代
表
も
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

４　基金の時価構成比 （単位：百万円／％）
対象資産 令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末

国内債券
時価総額 7,929 7,062 7,786
構成比 63.6 58.1 60.2

国内株式
時価総額 1,707 2,061 1,855
構成比 13.7 17.0 14.3

外国債券
時価総額 940 934 1,093
構成比 7.5 7.7 8.4

外国株式
時価総額 1,526 1,809 1,911
構成比 12.2 14.9 14.8

短期資産
時価総額 358 287 294
構成比 2.9 2.4 2.3

合計
時価総額 12,460 12,153 12,939
構成比 100.0 100.0 100.0

　「新潟県民間社会福祉職員退職積立基金」の令和７年度
末現在の現況を報告します。令和７年度は加入施設・団
体数は微減でしたが、新規加入者の伸び悩みや短期間で
の離職者増の影響を受け、加入者数は減少しました。
　令和７年度における給付の状況ですが、一時金給付総
額が減少した一方で給付者数は増加し、年金給付総額及
び給付者数は増加しました。
　令和７年度末の財政状況については、積立率は前年度
比較で4.4%上昇の107.2%となり、好調な推移をしている
ことから安定した運用ができているものと考えられます。

新潟県民間社会福祉職員 退職積立基金
令和７年度末
現 況 報 告加入者数減、積立率は4.4％上昇

３　制度の財政状況 （単位：百万円／％）
令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末

積立金 12,460 12,153 12,939
責任準備金（※） 11,525 11,819 12,067
剰余金 935 334 872
積立率 108.1 102.8 107.2

※ 責任準備金： 積立目標額。将来の給付のために保有しておかなければならない
積立金のこと。積立率が高い（不足金が少ない）ほど、積立基金制
度の財政状況としては望ましい状態にあるといえる。

１　加入施設・加入者の状況
令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末

加入施設・団体数 650 654 649
加入者数 22,692 22,563 22,285

２　給付の状況 （単位：円／人）
令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末

退職者給付総額 823,022,720 818,043,862 800,110,258
一時金給付総額 752,133,682 736,871,556 706,030,399
一時金給付者数 1,994 1,863 1,891
年金給付総額 70,889,038 81,172,306 94,079,859
年金給付者数 1,416 1,559 1,766

「にいがたの架け橋」など３つのファンドの寄付贈呈式
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この機関誌は、

赤い羽根共同募金の

助成を受け発行しています。

◆次回の「福祉にいがた」「オアシス21」合併号は12月１日（火）に発行します。

若
い
同
僚
と
雑
談
を
し
て
い
て
、

「
乃
」と
い
う
漢
字
を
口
頭
で
伝
え

よ
う
と
し
た
時
の
話
で
す
。

「
乃
木
大
将
の『
乃
』」

反
射
的
に
、
何
の
迷
い
も
な
く

筆
者
は
そ
う
説
明
し
ま
し
た
。

「
ノ
ギ
タ
イ
シ
ョ
ウ
…
？
」

同
僚
は
キ
ョ
ト
ン
と
首
を
か
し

げ
る
ば
か
り
。
そ
う
か
…
、
若
い

人
に
は
例
が
古
過
ぎ
た
！

「
乃
木
坂
の『
乃
』」

慌
て
て
言
い
直
し
た
ら
、「
あ
あ
、

そ
れ
な
ら
分
か
り
ま
す
」と
同
僚
の

顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
は
当
た
り
前
で
も
違

う
世
代
に
は
通
じ
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
逆
も
。

筆
者
は
と
い
え
ば
、
昔「
そ
れ
な

り
に
」「
フ
ィ
ー
バ
ー
」し
た
昭
和

30
年
代
中
盤
生
ま
れ
の
若
手
高
齢

者
。
乃
木
坂
も
欅
坂
も
区
別
が
つ

き
ま
せ
ん
。「
ス
ト
ー
ン
ズ
」と
言

わ
れ
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
ミ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ガ
ー
（
御
年
83
歳
！
）の
い
る

「
ザ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ズ
」

だ
け
。「
シ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
ズ
」と

読
ん
で
家
族
の
失
笑
を
買
い
ま
し

た
。今

ど
き
の
若
者
が
褒
め
言
葉
に

使
う「
ヤ
バ
い
」に
違
和
感
が
ぬ
ぐ

え
ず
、「
コ
ク
る
」や「
エ
モ
い
」は

も
う
論
外
で
す
。

今
号「
福
祉
の
現
場
」に
ご
登
場

い
た
だ
い
た
廣
川
真
之
輔
さ
ん
の

「
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
若
い
人
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
い
う
話
に
共

感
し
ま
し
た
。若
い
人
へ
の
ア
ピ
ー

ル
は
本
誌
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

フ
リ
ー
ズ
寸
前
の
頭
を
再
起
動
さ

せ
、誌
面
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
探
っ

て
み
た
い
と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。

（
橋
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

12月2026年
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

11月2026年
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

10月2026年

つ
な
が
っ
て
豊
か
に
楽
し
く

写
真
㊤
＝
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
呼
ん
だ
保
育
士
な
ど
の
「
お
仕
事
体
験
」

写
真
㊦
＝
卵
の
つ
か
み
取
り
な
ど
に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
「
農
福
マ
ル
シ
ェ
」

（
い
ず
れ
も
昨
年
11
月
８
日
の
「
フ
ェ
ア
」）

「
人
と
人
、
世
代
を
つ
な
ぐ
地
域

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ

ア
ｉ
ｎ
新
潟
」
が
11
月
７
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
新
潟
市
中

央
区
鐘
木
の
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

主
催
は
新
潟
日
報
社
、
新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
、
新
潟
市
社
会
福
祉

協
議
会
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
俳
優
で

タ
レ
ン
ト
の
副
島
淳
さ
ん
、
お
笑
い

芸
人
で
俳
優
の
鳥
居
み
ゆ
き
さ
ん
、

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
元
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
水
泳
日
本
代
表
の
伊
藤
真
波

さ
ん
ら
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
の
店
「
パ
レ
ッ
ト
」

周
年
祭
、
農
福
マ
ル
シ
ェ
、
県
介
護

技
術
コ
ン
テ
ス
ト
、
こ
ど
も
職
業
体

験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

出
展
イ
ベ
ン
ト
で
は
健
康
、医
療
、

生
活
支
援
、
介
護
な
ど
に
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
団
体
が
ブ
ー
ス

を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
は
福
祉
、
介

護
、
健
康
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
や
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
ま
す
。

福祉・介護・健康フェア 2026in 新潟
11月７日・新潟市産業振興センター


